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論文内容の要旨

(目的)

調節機能は最も基本的な視機能の 1 つであるが，現在まで次のような諸点については，明白な説明は

なされていない。即ち， 1 。両眼の調節量は等量であるかどうか， 2. 弱視眼の調節機能に異常はある

かどうか， 3 。屈折値測定に介入する調節の影響等である。本研究では，以上の諸点について新しい観

点から検討するのと同時1<:，調節と幅轄との関係についても，検討を試みようとした。

(方法ならびに成績)

8 才から26才の正常人および斜視のない弱視患者を対象とした。本研究を行なうために，両眼の屈折

値とその時の眼位を同時lζ測定する乙とのできる両眼屈折・眼位同時測定装置を開発した。本装置は 2

台のオートレプラクターと角度センサーを マイクロコンビューターを用いて組み合わせたもので，両

眼開放下でも片眼遮蔽下でも 両眼の屈折値とその時の眼位を同時に測定しようとするものである。オ

ートレフラクターには，市販のキャノンオートレフを改造したものを用いた。

1. 両眼の調節量の等量性について

(方法)横軸 l乙右眼，縦軸l乙左眼の屈折値をとり，両眼屈折・眼位同時測定装置により同時に測定さ

れた両眼の動的屈折値および調節麻庫剤点眼後に得られた屈折値をグラフ上にプ口‘ソ卜した。

(結果)正常人では，各点は 45
0

の直線上に正しく乗り，調節麻庫剤点眼後の屈折値もその上に乗っ

た。また，両眼開放下片眼遮蔽下でも，各点は同じ直線上に乗った。乙れらの事から調節反応の両側性

と，両眼の調節量が等量であることが明らかになった。

2. 弱視眼の調節機能について
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(方法)視標を近づけて調節刺激を与え，得られた最大屈折値を屈折近点とし，調節麻庫剤を点眼し

て得られた屈折遠点との差をとって，片眼ずつ調節幅を測定した。また，両眼の屈折値を同時に測定し，

両眼の調節量を他覚的iζ測定して比較した。

(結果)調節幅の測定では，正常人では両眼の調節幅の差が1.25D以内におさまったのに対し，弱視

患者では健眼の調節幅の方が弱視眼より 2D前後大きく出た。一方，両眼の調節量を同時に比較すると，

健眼も弱視眼もほぼ同量の調節をしていることがわかった。このことより，弱視眼の調節機能も健眼と

余り差がなく，調節幅に左右差が出たのは，弱視眼における感覚異常が主な原因と考えられた。しかし

一部の不同視弱視例( 3 例)では，健眼の調節量の方が弱視眼より大きいことがわかった。

3. 屈折値測定に介入する調節の影響

(方法)屈折値測定の難しい不同視例，不同視弱視例についてE 片眼ずつ他覚的に屈折値を測定した

場合と，自覚的にレンズ交換法によって測定した場合と，調節麻庫剤を点眼して測定した場合とを，同

時に測定された両眼の動的最遠視側屈折値と比較した。

(結果)調節麻庫剤を点眼して得られた屈折値が両眼の動的最遠視側屈折値lζ最も近い値が得られた。

このことより，片眼ずつ他覚的または自覚的に屈折値を測定した場合には，調節が任意に介入するため，

誤まった測定がお乙りうる乙とが，具体的に明らかになった。

4. 調節と輯鞍との関係について

(方法)片眼遮蔽下で視標を 5mから順に近づけてくる場合にお乙る調節反応と転鞍反応との関係をグ

ラフに表わした。つぎに，像の視角を変えることなく純粋に調節刺激のみを変えておこる調節反応と幅

鞍反応との関係をグラフに表わして，両者を比較した。

(結果)視標を近づけてくると，調節刺激のみを変えた場合lとより，同じ調節量に対する幅鞍量が大

きく出 fこ。このことより，視標を近づける場合には，近接性幅鞍がおきていることが示唆された口また，

純粋に調節性轄鞍のみを測定した結果， AC/A比は 2.8 士1.0 degrees/' diopter で，従来の値と一致

した。

(総括)

1. オートレフラクター 2 台と，マイクロコンビューターを組み合わせた装置を用いて，正常者では両

眼の調節量が等量である乙とを明らかにした。

2. 不同視例や不同視弱視例の中には，両眼の調節量に左右差のあるものがある乙とを明らかにした。

3. 弱視眼と健眼の調節幅を比較した結果，弱視眼の調節幅が少なかったが，その原因は主として感覚

面での異常によるものであることを明らかにした。

4. 片眼ずつ屈折値を測定した場合，調節が介入してくることによる問題点を明らかにした。

5. 純粋に調節性輯鞍を測定した結果， AB/A比は， 2.8 士1.0 degrees/diopter で従来の値とほぼ一

致した。
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論文の審査結果の要旨

本論文は，最近開発されたオートレプラクターを 2 台用いて，両眼の静的および動的屈折値を同時に

測定することにより，両眼の調節がどのように行なわれるかについて検討している。その結果，正常人

では両眼の調節量はほぼ 1 : 1 であることが明らかになったが，一部の不同視例においては左右眼の調

節量に差のあるものが見られている。また両眼の動的屈折値の最遠視側は，調節麻庫剤を点眼する乙と

により推定できることが明らかになっている。更に調節と幅鞍を同時に測定することにより近接性幅鞍

の存在を強く示唆している。即ち，調節刺激のみを与えた時よりも視標を近づけるという近接刺激を与

えた方が幅鞍が強くおこることを明らかにしている。

本論文は，測定の難しい調節機能を臨床において他覚的に測定することにより両眼の調節の起こり万

および調節と幅鞍との関係について多くの新知見が得られており，学位論文として価値あるものと考え

る。
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